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京都府質．志石灰石鉱床

安斎俊男＊　河田茂磨＊

Report　on　the　Shizushi　Limestone　Deposit　at　Sanmmiya，

　　　Mizu虹o・machi，Funai－gu皿，一Kyσto　Prefect皿e

　　　　　　　by

Toshio　Ansai＆Shigema　Kawad＆

Abstract

　　　This　limestonle　deposit　is　lo6ated20km　northwest　of　Sonobe　st段tion　o血the　San－in

line，and10km　West　of　Shimoyama　station軌

　　　Limestone　r＆nges　from　greyish　white　to　greyish　black　in　colour，and　is　compact．

The　llme忌tone　is　dark　purple　on　the　border　with　schalstein，・where　it　is　being　quarried．

The　stone　is　marble　known　as“Ky6Nishiki”，the　m＆terial　for　terrazzo　when　it　is　groun（i

into　small　particles．　　　　　　　　　　　　　　’『　　1　　　　　　　　　1　　　　　　　1

　　　From　this　limestone　deposit　aτe　found　such　Fusulinids　as　Psε％40九s％伽σ，P3甜4030h一

醐9召7甑証nd，s・f・rtbTheref・r◎itisc・茸sideredthatthe1紋yersinthisvicinitycanb3

correlated　to　the　lower　Permian。　In　the　layers，schalstein　is　predomin＆nt　with　interpose（i

thin　chert　layer銑　The　general　strike　is　N　e40～60QW，and　dip　is40～70QSl　Generally

speakin毬thelimest・nedep・sitc・nsists・ftw・．1e燕ticularlayerswhichareab・ut500m

longalongthestrike，and150～250mwide。
　　　The　grade　of　the　limestone　is　CaO54～55％　（according　to　the－report　of　Ky6to

廿ni》efsity・），　and　the　mineral　is　suitable　for　the　productions　of　lime，carbide，cement　and

so　oIL　However，the　deposit　is　not　so　large　that　the　writers　can　expeGt　enough　Qutput　for

large　enterprises．

　　　　　　　　　　要　　旨

　昭和33年1月28日から2月4日まで，8日間にわたり

表記の調査を実施した。調査の主目的は質志石灰石鉱床

が大理石の稼行に適しているか杏かの判定であり，大理

石としての種類，石灰石の品質および鉱量に重点をおい

た。・とくに採鉱の問題があるので鉱床の形状に注意し

たo

　調査は5万分の1地形図を引き延ばした2万5千分の

1を使用した。

　質志石灰石は，京都府に郭いては昭和初年から“丹波

質志鐘乳洞”　の名で世に知られてきたもので，最近は

“京錦”大理石の産地として知られている。

　質志石灰石は次に述べるような数種のものからなつて

いて，代表的なものは大理石加工用として赤褐色の“京

＊鉱床部

錦”と呼ばれ，現在採掘されているものである・・この

ほか未採掘であるが灰白色の素地に淡紅色の斑点のある

　“瑞鳳”と称せられているものなどがあり，また石灰用

原石として稼行されたことのある淡黄褐色の石灰石，灰

黒色緻密質石灰石，灰白色緻密質石灰石などがある。ま

たこれらの石灰石の一部には礫質の石灰石も認められ，

鉱床の規模は小さいが種類に富んでいる・

　この石灰石鉱床は鉱量が少ないため，セメントあるい

はカーバイドなどの窯業，化学工業用の原石山としてよ

りも，現在行なわれている大理石採石（テラゾー用砕

．石）か石灰製造を目的とした鉱山開発に適するものと考

える。また一方鉄道の最寄駅まで10km　の距離にある

ことは地理的に恵まれていない。

巳1．位置および交通

質志石灰石鉱床および大理石の採掘現場は京都府船井
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郡瑞穂町三ノ宮質志の榎峠の南側にあつて，この概略の

位置を第1図に示した。現地までの交通は山陰線園部駅

から須知を経て福知山駅に至る国鉄バスを利用するのが

最も便利で檜山橋爪部落で下車し，こΣから山元まで綾

部街道に沿つて北西方へ約8kmの距離があるが，この

問トラックが通る道路がある。またこれ以外には山陰線

綾部・下山・胡麻などの各駅から現地まで，それぞれ自

動車道路が通じており，下山駅からが最も近く約10km

の距離である。

2．地形胸よび地質概要1

　石灰石鉱床付近の山地は標高400～600mで，　平均

500m内外である。場所によつてかなり急峻な地形を呈

している所もあるが，一般にはいわゆる丹波山地特有の

緩慢な老年期地形を示してい・る。おもな河川は高屋川支

流の質志谷でほ聖北西一南東方向に発津し，さらに鉱床

付近ではこの質志谷へ南西から北東へ流れる大崩谷が合

流している。

　質志地方を構成している古生層は輝緑凝灰岩・チ晶一

ト・粘板岩・石灰岩などからなつていて，石灰岩は小さ

いレンズ状のものが多い。いわゆる丹波地方の一般地質

について詳細な資料がないので，対比することは難しい

が，当地区の古生層は赤白珪石鉱床を伴う丹波古生層の

メンバーの一つと考えられる。

　石灰石鉱床付近の地質については第2図に示してあ

る・地層の一般走向はN40～600Wで，質志谷の発達

の方向とほ穿同じ方向に延びている。傾斜は普通SWへ

40～700であるが，NEへ傾斜している所もあり，大局

的にはかなり大規模な摺曲構造を考える必要があるもの

と思われるが，少なくとも質志谷の南側り鉱床付近での

地層は，南西方に傾斜した単斜構造をしているものと解

釈される。この地域で最も広く分布している岩石は耀緑

凝灰岩で，これに石灰石鉱床が伴われている。鉱床は走

向方向に並んだ2つのレンズ状鉱床からなり，走向延長

は約500mあり，厚さは150～250m程度が推定され・

る・これら鉱床中に嫡現在人造大理石（テラゾ」）の骨

材として稼行されているものをも含めて数種の石灰石が

あり，これらに含まれる紡錘虫化石を検鏡すると，下部

二畳紀サクマル世に対比できる化石動物群（ねuna）で

あることが判明した。

3．層序および岩相（第2，3図参照）

　石灰石鉱床を伴う古生層の層序は，次のように分けら

れるQ

　榎峠輝緑凝灰岩層（S・）は質志谷から榎峠・とり谷の現

在大理石採掘場となつている付近に標式地をとることが

できる。岩質は緑色凝灰質で一般に層状であり，綾部街

、道付近には粘板岩の薄層がある。

　滝ケ谷輝禄肇灰岩層（S3）は，岩質はほとんど榎峠の

ものと変わりはないが，塊状であるこ≧，チャート層を

伴つて，粘板岩を伴わないことが相違点である。

　この両層に挾まれて質志石灰岩層（S2）があるが，走

向方向に長いレンズ択石灰岩とヒれをとり巻く輝緑凝灰

岩からなつている。これら3層の境は決定しにくいので

あるが，質志石灰岩層の輝緑凝灰岩は，一般に暗紫赤色

であることや，・緑色の部分でも濃緑色を呈しているな

ど，3層の輝緑凝灰岩層に肉眼的な特徴がみうけられた一

ので区分して考えることにした。

　『大崩谷上流の滝ケ谷と一本木谷の石灰岩分布地より上

流地域を標式地にとることができ’る。

　石灰岩の岩相については鉱床の項で述べることにし，

産出化石を第1表に掲げる。

　以上の化石を層位的に検討してみると次のようなこと

がいえる。

　小崩谷より北西方め鉱床の場合；最下位より　（産地

4，5，6，7）Ps召％40soh磁g27伽？を，また最上位から

　（29，30）P3召％40血s4伽σcfL乃70≠o漉を産し，地層の

上下と，化石帯の新旧は同一傾向を示している。

　小崩谷より南東方の鉱床の場合；最下位の層準からは

　（31，32）Ps卿・ルs彿1伽cfLゴσ伽吻，PブcfL
為70云o漉を産し11最上位（25，33，34，35）からもほ父

同様の．P翅のルs繭％帯のファウナを発見している。

こxでは化石帯による上下関係は認め難いように思われ

る。要するにフズリナの層位的な検討でばあまり明瞭な

結論は得られなかりだ。た黛こxでP詔裾o血3％伽σの
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　　　　　　　　京都府質志石灰石鉱床　（寮斎俊男・河田茂磨）

　　　　　〆蕩灘一艶、1§・，、、犀ヨ　
　　　　　　．・澤響誌1藝…欝睡嚢1薫鞭岡

　　　　　　　　　　　推定断面図
　A　一　　　　　　　バ　　　　B　　　　　　　σ

　　　　　　　　　　　　　　　soom
　　　　　　　　　　　1．榎峠輝緑凝灰岩層－
　　　　　　　　　　　2．質志石灰岩層　　　　　　　　　　　3．滝ケ谷輝緑凝灰岩層
　　　　　　　第2図　質志石灰石鉱床付近地質図’

第1表　質志石灰石産化石表（1958・7）、

Loc．＆Sαmple　Number

Spec．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

『11

12

13

14

15

痂伽磁sp．
αρ郷osρ∫γσsp。（A）indet．

σ．sp．（B）indet．

0言αz仇z勿¢θZJσ（ル行JZ6γ6μ‘z？）　sp．

伽ツαsσ肋吻sp．・

Pγo∫％s％あ％6πσ？　sp。

Soh吻6吻砺sp．A

Soh励27渉．’sp．B

Co40伊20∫％s勿μα？　sp．

．PS2％40SO加σ92吻σ？・sp。indet

『
P so％40∫％sπ伽σcfLブσρo沈σ

Pブ　cfr．ゐ70渉o漉

P∫sp．indet・

。418％

σ7”o∫40σ

北西鉱床
2

O

4

O

5

O

6

0

O

7

○

○

12

O

南東鉱床
17

O

19

O
．

O

20

0

O

21

O

O

23

？

25

O

O

O

O

26

O

O
O

北西

29

？

？

○

30

O

南東鉱床
31

O

O

O

32

○

33 34

臼
O

O

O
O
O『

35

O

36

O
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多くのファウナをPso％40吻醐g爾％帯に不れるのが

妥当なのか，、．勘紹血s観％一Ps6％40血s％伽α帯に入れ

て考えるのがよいかは，丹波地方を広く調査研究した

うえでないと決めにくいのであるが，こ二では一応

Ps甜40soh醐81召7初σ　帯のものとし，サクマリアンの坂

本沢統に対比できると考えている。

4．鉱　　床（第2図参照）

　石灰石鉱床は榎峠の南で小崩谷の北側丘陵地の鉱床

（北西鉱床）と，小崩谷と大崩谷にまたがる鉱床（南東

鉱床）とに2大別でき，現在大理石を採掘中のものは前．

者である。

　両鉱床の走向はN40ん60QWで，40～700Sに傾斜

レしているよ5である。両鉱床の大ぎさを比較すれば次の．

とおりである。

　鉱床名　　　走向延長　　　露出幅　　　標　高

北西鉱床　　3001n以上　最大220m　最高80m
南東鉱床　　600m　　　　〃　150m　　〃　120m

　両鉱床からはほ量同様の石灰石を産し，層位のうえで

も相違はない・鉱床内に挾在されるチャート・黒灰色緻

密質石灰岩は第2図に示したように鉱床の走向方向に一

致するQ一般に石灰石は淡桃色を呈しているか，あるい

は桃色の斑点があるもので，聖同じ灰色系統の石灰石でも

他の産地のものと色調を異にする。

　赤褐色で“京錦”大理石として採掘されているのは北

西鉱床の輝緑凝灰岩と接する石灰石鉱床の一部にあり，．

ぞの他に南東鉱床に2ヵ所見られる。南東鉱床のものは

現在稼行中のものより色調は落ちるようである。“京

飾”は1m立方塚上の角材が採取しにくいので，　テ7

ナ…用骨材とか，花瓶，灰皿などの工芸品の原石として

出稼されているが，建築用大理石としてり角材が採れる

ような塊状の部分はあまり多くない。

　黄褐色で“瑞鳳”大理石と称せられるものは南東鉱床

の小崩谷南方の尾根にあり，淡紅色斑点を伴う灰白色緻
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　灰白色緻密質石灰岩は最も広く分布しているもので，

淡紅色一桃色を呈する部分があるので図上でヒれを（G

とPに）区別した。“瑞鳳”大理石もこの灰白色石灰岩の

部類に入れて考えられる。

　大崩谷の鐘乳洞の北側には石灰岩礫を主とする礫質石

灰岩の薄層があるが，これは断層運動によつて生じたも

めのよう．であり，一種の“更紗”大理石といえる。

　鉱石の品位については京都大学工学部鉱山学教室の分

析によれば第2表のとおりである。

　今回の調査では37個の標本を採集したが，主として

大理石として加工した場合に光沢，組織，模様などにつ・

いて研磨して試験した・その結果灰色系統のものでも大

部分大理石として稼行の対象となりうるものであるが，

第2表

逮
紅紫色
石灰岩

淡灰色
石灰岩

Sio2

0．17

0．09

A1203

0．98

0．94

Fe203

1．83

0．46

MnO

tr。

none

MgO

0．86

0．7F4

CaO

54．29

54．58

Ig．10ss

41．87

43．19

・CaCO3

96。89

97．40

備　考

“京錦”大理石

密質石灰岩と，斑点のない石灰岩との境に，幅10～30

mの帯状をなしているが鉱量が少ない。

　黒灰色緻密質のものは北西鉱床の尾根に薄く層状に分

布しているQ

灰白色石灰岩

　　　　　　　　　　　　　　　　（wt％）

節理や小亀裂があり，大型の角材に利用することが困難

であることは“京錦”の場合と同様である。．

　前述の化石を含んだ試料の色と組織は次のとおりであ

るo

10一（152）



京都府質志石灰石鉱床

　1・赤紫一赤褐色の斑点と網脈を含むもので緻密質，

光沢の強いもの（“京錦”系統）……4，5，6，7（32は

これに準ずる）る6，7ダは灰色の部分強く“土佐楼”に

似る。

　2．淡灰色で，淡桃色の。「ぼかし」のあるもの…・一

2，　12，　25，　26

　3．淡灰色で桃色の斑点があるもの一一…20，21，

30，35

　4．灰色で黒色の縞模様を伴うもの・・　　一23，29，

33，36R

　5．灰色で光沢あり………17，19，．31（17，19は鐘

乳洞中の・もの）

　6．暗灰色で泥岩状，光沢少なし・9　・・34

5．結　　語

　石灰石鉱床が地下でどめような形態をしているかとい

うことは，地質学上の問題ゼあるとともに稼行上の要点

でもある。しかし山元が未開発状態にあるので，大理石

とみなされている当地区の鉱床が地下でいかなる形をと

り，色，組織などがどのように変わつて行くかとい5こ

とについて間題が残された。

（安斎俊男・河田茂磨）

　質志鉱床を開発する場合，大別して大理石としてか，あ

るいは石灰石としてかに分けられる・大理石を対象とし

て開発を考える場合，角材としての採取は難点があるの

で，破砕してテラゾー用材としての採掘は可能である・

幸に種類に富んでいるから独創的な製品を造る研究の余

地は充分考えられる。窯業・化学工業用の石灰石山とし

て開発するためには鉱量に乏しく，月産1～5万トンと

いつたセメントやカーバイドなどの工場用の主供給源に

は適しない。しかし一方で嫉大理石以外の石灰石は良質

であり，需要地である阪神工業地帯に近い利点がある。

またこの種小規模の鉱床にありがちな爽みが少ないこと

で，可採率が高く，鉱床は大崩谷・小崩谷などの谷で区

切られていて，地形上採掘工場を作るのに容易な状態を．

していることなどを考えると，小規模稼行の好条件をも

つているo

　　　　　　　　　　　〈昭和33年1月～2月調査）

丈　献

鈴鹿恒茂：丹波質志三の宮鉱山石灰岩調査報告，京都

　　　　大学工学部鉱山学教室資料，1954

11一（153）




